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＜あらまし＞ 日本教育工学会は，年 2回の全国大会を開催している．発表原稿は，「日本教育

工学会講演論文集」として公開される．原稿は，この原稿テンプレートに従って執筆すること

が求められる．原稿は，大会 HPにある「発表について」を確認し，期日までにオンラインで

PDF 形式のファイルにて提出する必要がある．原稿は，他者の著作権や，研究に関わる個人・

集団（研究対象となった個人・集団や研究に関連のある個人・集団）のプライバシーや名誉に

関する十分な配慮のもとに執筆すること． 

＜キーワード＞ 教育工学，全国大会，原稿テンプレート 

 

1. はじめに 

日本教育工学会全国大会では，教育工学に

関する研究を発表することができる．提出さ

れたファイルは大会企画委員会でチェック作

業を行い，必要に応じて修正依頼を行うこと

があるが，個人的な差し替え依頼には原則対

応しない． 

 

2. 原稿のファイルの作成と提出 

原稿は，A4サイズ縦の用紙を使用する．１

枚が１ページとする．原稿枚数は，２ページ

である．１ページや３ページ以上のものは受

け付けない．ページ番号は付けない． 論文集

の電子ファイルは，論文本文中の文字列の検

索が可能になる方法で製作するため，各原稿

ファイルは PDF/X-1a形式で提出する． 

PDF作成時に，図表やキャプションの位置

が意図しない場所に移動することがあるので，

作成した PDFを印刷してチェックしたのち，

投稿する．また PDF にフォントが埋め込ま

れているか自信がない場合には，一般的なフ

ォント，文字コードを利用する．文字コード

によっては，検索できない場合もある． 

 

3. 原稿に関するお願いや注意点 

原稿はあるレベルで完結した内容であるこ

とを求める．「結果は当日会場で発表する」等

の書き方などに対しては，大会企画委員会で

判断し，修正を求める場合がある．また，類

似の内容やシリーズ的な内容を，複数の発表

者に分割して申し込むことはできない． 

なお，講演論文集の発行日は，事前申込者

がダウンロード可能になる日である．さらに

提出された原稿について，学会が Webサイト

等に掲載することを許諾して頂く．その他，

原稿作成の詳細は，以下の通りである． 

3.1. 原稿レイアウト 

Word で作成する場合は，原稿テンプレー

トを使用することができる．それ以外で作成

する場合は，下記の通り設定する． 

マージンは，「上端 30㎜下端 25㎜左右 30

㎜」に設定する．次に原稿の冒頭は，「1段組

み，42 文字詰め，1 ページ 50 行」に設定す

る．これに対し，本文は，「2段組み，20字詰

め，1ページ 50行」に設定する．なお，ヘッ

ダ・フッダは付けない． 

和文タイトルは MS ゴシック，16pt とす

る．著者名および所属は，MS 明朝（英数字

は Century），10pt とする．なお副題は付け

ないものとする． 

3.2. あらましとキーワード 

あらましは，はじめに＜あらまし＞と記載

し，その後全角スペースを１文字入れた後に

200 字程度にまとめる．あらましは英文所属

から１行分あけて記述する．キーワードは＜

キーワード＞と記載し，その後全角スペース

を１文字入れた後に 3個列挙する．  

3.3. 本文 

各段落の冒頭は，全角１文字分下げて書き

始める．句読点はコンマ（，）とピリオド（．）

を用いる． 



 

本文は，10ptのMS明朝（英数字はCentury）

を用いて執筆する．数字は算用数字を使用す

る．１桁数字は全角数字（ただし，章・節・

項の番号は半角数字），２桁以上の数字は半角

数字にて表記する． 

3.4. 章・節・項の見出し 

各章の見出しの前に，前の章の最後の行と

の間に１行空白行を設ける．ただし，章や節

がページや段組の最初から始まる場合等や，

項の見出しはこの限りではない．また，見出

しは段の最下部からは始めない．その場合，

次の段またはページから始める． 

章・節・項の見出しは MSゴシック（英数

字も MSゴシックとする），10ptを用いる． 

3.5. 図表 

各図表・写真には，図１，表１のように，

それぞれ一連番号を付け，タイトルを付す．

図・写真は直下に，表は直上に，中央揃えで

表記する．「図」「表」「写真」のキャプション

は MSゴシック，10ptにて表記する．本文中

でもゴシックで標記する．図表・写真番号と

タイトルの間は全角スペースとし，「：」など

は使わない． 

図表・写真は十分な大きさ・明瞭さを持つ

ように設定する．図・写真についてはカラー

で表示される． 

3.6. 参考文献リストの記述形式 

参考文献は，原稿の最後に著者苗字のアル

ファベット順で一括する（和文誌・英文誌で

分けない）．本文中で引用あるいは参照してい

る文献のみをここに挙げる． 

雑誌の場合，著者，発表年，表題，雑誌名，

巻数，号数，論文所在ページの順とする．英

語で表記する英文の雑誌名は斜体にて表記す

る． 

書籍の場合，著者，発行年，書名，発行所，

発行地，（ページを入れる場合はページ）の順

とする．英語で表記する英文の書籍名は斜体

にて表記する．なお，学会によっては Vol.，

No.以外の表記方法をとっている場合もある

ので注意すること． 

URL (Uniform Resource Locator)を参照

する場合は，著者，発行年，表題，URL，参

照日の順とする．URLはワープロソフトの機

能により自動的にハイパーリンクが付される

ことがあるが，ハイパーリンクを削除する． 

開始ページ番号と終了ページ番号の間は，

半角-（ハイフン）でつなぐ． 

１つの文献情報が２行以上にわたる場合，

２行目以降は全角２文字分インデントする． 

 

注 

1) 原稿の電子メールでの提出は，原則として

受け付けない． 

2) MS系のフォント利用が困難な場合は，そ

れに準じるものを利用すること． 
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 図１ 図のサンプル 

表１ 表のサンプル 

人数 引用表記 

１人 （教育 2008）および 

（Kyouiku 2008） 

２人 （教育・工学 2008）および 

（Kyouiku and Kougaku 1992） 

３人

以上 

（教育ほか 2008）および 

（Kyouiku et al. 2008） 

 


